
▼  ψ

翼麗とり
乞鋒
）也

′S滅巖
ク
ち

デ
鹿
ィ⌒    :

ψ

え
聾

後

′『
斎
ゴ守

,|

イ
崩gの盗路の言ちとぅ″そこ

姓 て壻熟豹二ごと悦iたかナ

をて
｀
毎ぅか?あ3んの透イ書

`ゑ

)

がえ朗滋の舞と同体うな足を

鏑鬱永の銀藤.主Jに研皮くた阜ど触冴歩労舟と慎t,3時に粕紙をr,のォそェ
と朔t,【毛恥全0余t妙 と讐ぇ意Iうな義りとすごιナ_―。た,i協衆食験の盛乙推,
ど`こと勢路打ブsか数f)許り,ハ

`崩
故と登け3とお装ご美あた,のびダカ∵

な燎掬錢乙彦F)たそた・ 亀ぽりぁ濤般に鶴 か余と増奈急嗜r逸ダ
"六
鉢塞

iこ滲とズ%を恙有走義蜂とたこ・とた。ためゝ 字斐伎蕪翰 と写もixo鶴雛
掘藩
'よ

余く、柔霧こ′よとまとたど・け_う奪そう1),ん筵賜こがあsぉどこセ̀ pゃ
ぬ舟空たうに,よ _阿じよう余筵理壌ととこたく金f,為8)て F,ま柔̀雲遭余
ところ、めとな.物 や監りたFにも左わ胸蛇てれ濯sことがて笠3
か、窪推ぢ,尭方滅 lユゎん晩たとた。とんとこ二湧 きごとに茅えきとて

読lずると〔,メと
'よ

太幸かと足r)註鬼グ

盤慇瑶3雛綴鎮越醒亀留iゑた
女力柔ヵ塩,たかどうかlまるかりまとたわ11羅経あた摩とたf)cとと魔,∴屁

争えの薯中●√=基
とこど,s

先げ写ことガ義.4患『淳兆
′、務生患、また_Ⅲ時閣お|｀読りま鬼蒻F猛判勧勢デえチたと発ょど醸 づ惨
糟佐とゼ43どけ写っく作ってくだ

=f倦
 また,3算処旗_二落肋Й史が義雄テ

が|ぬ製は,最終1定えのτ♂繋の場となりま力ぇ・k健な身宝∫,S畷壱
|よ、ぬ言走の崩|こ担在十拳専舞写のえ生んとォロ試こたてく倉どr,゛ 名殖たり
ように.惨議にな∫【れオ財ガしたりくる装9窃ザ顆手ケ>奪 :獣,たヅ余ゴ奈rめ

舞 那 零 〔蔵 締 疑

よtたか
・
t太鶏こをえ【i,とを「,鴇懇〕てぉジ泰晃陸 と患と拐,売べ

t竃
序毬琺

・が!筋のみ溌 翠 ,く励癸室の→どⅢ発互F,,cネロ室々とたヅ亀孝寛斃務とと
とたグとてF,ま売究藩とが回ま;τ r,百たなr,r′びヵ ≒ヽそぅて嫉r丈患_石傍
幼ドたことたん・Lttr)ま鬼ど七,み r工余周げ宏鵡,二乙塊女_1推・3'こ二聰 :珀

靴 織 科.鶏 ,きま像う?? 剤齢廠 1舟。

g鬼のみたセ をたご剪 F`a kう r,ぅ争ェア簸tた季τ
4す

鸞
!

寄えの~三 一
えg @。

6● ●

し

適催や、府引,11)も√立争停つr,てン1
'5た
幹 夜に占』ととf′てoまι海必|・ 一ぁ留ぉ、,を

ぼ
Qと

ることとぃた(0た第塩ご事揆魚二r,
箸え祉れ墓
ぜした。上ぅしそ|, 6とィしたf'Cと .と !おぉl白方たrラて
やりが・1'お

1`ぁ

るなも毛足えること子仁ざド9秀ちπ
老衆也生と生とと,ι■

θ
9

姫丁告洗りが'セぅど

白
ちて5だ倉乃 r,ま。と≧あブ箪悌¢

透ガこ,υ修宰

0 ,お患占力ちlナじ`.名 (の人お のこととあろれます_´。
郷ι(み綾r,ι〉ぬ

イ`と,許す。


